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主催 
「 レジリエンス × 格付け 」ジャパンサミット2020実行委員会️ 



プログラム 

レジリエンス格付け認定発表 
３つ星レジリエンスシティ・３つ星レジリエンスカンパニー 

 
ラウンドテーブル 

「国土強靱化推進と3つ星レジリエンス格付け」 
 

認定証授与式 
３つ星レジリエンスシティ・３つ星レジリエンスカンパニー 

 
データプレミアム格付け認証の説明 

 
認証式 

No.1認証・トップランナー認証 
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レジリエンス格付け 認定基準 

３つ星レジリエンスシティ 
　　　①「国土強靱化地域計画」を策定済 
　　　②「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）」の受賞歴 
　　　③ 防災・減災に資する他制度による認定・認証歴 

  
３つ星レジリエンスカンパニー 

　　　①「レジリエンス認証」の取得歴 
　　　②「ジャパン・レジリエンス・アワード（強靱化大賞）」の受賞歴 
　　　③「内閣官房国土強靱化推進室 民間取組事例集」への掲載歴 



３つ星レジリエンスシティ 
京都市　富山市  

 

３つ星レジリエンスカンパニー 
三井住友海上火災保険株式会社 
宮坂建設工業株式会社 
株式会社山善 
ユアサ商事株式会社 
株式会社LIXIL住宅研究所 
 

学校法人関西大学 
株式会社コロナ　　 
佐川急便株式会社 
ジオ・サーチ株式会社 
大成建設株式会社 
東京海上日動火災保険株式会社 



ラウンドテーブル 

国土強靱化推進と 
３つ星レジリエンス格付け 
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データプレミアム格付け認証 

No.1認証 
　　同価格帯の全同種製品において、ある評価 
　　基準での分析評価によりNo1の性能であると 
　　認められた製品・サービスの認証 

 
トップランナー認証 

　　実質的に全製品での比較が困難な場合、 
　　同価格帯の同種製品の適切なサンプリング 
　　検証をもとに、ある基準での分析評価において 
　　平均値をはるかに上回る場合にトップランナー 
　　性能の証として認証 

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー
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アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー



トップランナー認証 
　　　　　「落雷しない避雷針」dinnteco JAPAN 
　　　　　「社会問題解決型ビジネスモデル」 
　　　　　　　　株式会社Granny・株式会社LIXIL住宅研究所  
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No.1認証 
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　　　　　「道路陥没対策 政令指定都市No.1」大阪府堺市 
　　　　　「道路陥没対策 東京23区No.1」東京都大田区 
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第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー



No.1認証 

ENRICH MINI TOMATO 
長万部アグリ株式会社 

代表的な品種、ブランドミニトマト11種類を比較。 
美味しさの指標「糖度」、健康機能性の栄養成分「リコピン」
「GABA」の含有量に富む上位３種類を抽出。 
さらに、入手しやすさの指標となる「価格特性」を調べて総合
評価。 
	

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー



No.1認証 

ナノミストサウナ「ナノリッチ」 
株式会社コロナ 

一般的な高温サウナ（ドライサウナ）とナノミストサウナの 
ストレス改善効果を比較。「唾液中ストレスマーカー」 
「血圧」「体温・皮膚表面温度」「発汗量」「肌の乾燥度合い」
の各変化と、「使用感アンケート」により評価。 

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー



No.1認証 

超持続除菌剤「Hydro Ag 」 
富士フイルム株式会社 

一般的な除菌剤には持続性がほとんどないが、銀イオンを 
親水膜でコーティングする技術で圧倒的な持続除菌性を実現。
神奈川の学校で行った実証試験では、インフルエンザ発症率
が激減して学級閉鎖がゼロに。	

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー

+ 



No.1認証 

道路陥没対策自治体 

          政令指定都市No.1 堺市 
          東京23区No.1 大田区　 

全国20の政令指定都市と東京23区のH28年度～H30年度の 
道路陥没対策を調査。 
「路面下空洞調査の実施」「実証方式技術コンペの導入」
「実証方式技術コンペを導入していない場合の評価方法の 
適正性」を比較。 
政令指定都市No.1は堺市、東京23区では大田区がNo.1。 
	

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー



トップランナー認証 

“雷を発生させない”避雷針 
dinnteco JAPAN 

製品・サービス・団体等について科学的エビデンスによるオーダーメイドのデータプレミ
アム格付け認証（ナバーワン・オンリーワン）を行う事により、その良さを日本のみならず、
世界のユーザーに対して発信していく。さらに、製品・サービスを調査・検証したエビデ
ンスを根拠として本当に素晴らしい製品・サービスを発掘し、ユーザーや生活者の真の
ニーズに沿った情報の提供をしていくとともに、製品・サービスを提供する企業や団体の
価値向上やレジリエンスに資する格付けを付与し、それらを世界へ発信する活動をミッ
ションとした財団。

No. 1 認証
同価格帯の全同種製品において
ある評価基準での分析評価によ
り No.1 の性能であると認められ
た製品・サービスの認証

トップランナー認証
実質的に全製品での比較が困難
である場合同価格帯の同種製品
の適切なサンプリング検証を基
に、ある基準での分析評価にお
いて平均値をはるかに上回る場
合に 、トップランナー性能の証
しとして認証するもの

JQ（ JAPAN Quality） 認証
日本製・海外製品を問わず、日本
基準の「健康」「環境」「省エネ」「機
能性」「利便性」など分野別に評価
基準を満たしたものに与える認証。

プレミアムスタンダード認証
日本製・海外製を問わず、ユー
ザーにアピールすべき製品・サー
ビスの特性・優位性を財団指定
機関が分析。科学的エビデンス
を根拠に財団が認証。

相対評価認証

絶対評価認証

デ
ー
タ
プ
レ
ミ
ア
ム
格
付
け
認
証

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等の指標（科学
的エビデンス）を適格な
サンプリングのもとで商
品サービスを比較 No１
認証を行う

ユーザーメリットないし
社会的メリットに係る性
能・品質等に有意義と
認めれる基準を設け基
準をクリアする商品サー
ビスを認証
（超プレミアム認証）

データプレミアム格付け認証の申請（応募規定及び申請フォーム）

企画審査委員会において評価基準・調査手順などの審査（審査規定による）

採用・不採用の決定

第三者機関への調査・分析委託（調査分析規定による）

企画・審査委員会での調査・分析結果の審査及び認定可否の決定

当該商品・サービスへのデータプレミアム認定（認証規定Ⅰによる）

格付け認定結果の公表　認定証の授与等（認証規定Ⅱによる）

目 的 とミッ ション 格 付 け 認 証 パ タ ー ン

格 付 け 認 証 の フ ロ ー

一般的な避雷針は雷をあえて通電させてエネルギーを分散さ
せるが、この製品は、プラスイオンとマイナスイオンを操作 
することで、保護範囲への落雷現象そのものを発生させない。 
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エビデンスで未来の選択を見える化する。
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